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 々)葡Qt夕
.た

I ∫ ァ マ イ了 ノン フ タ 。
筵Z之 |も広月kaた ,Ц oた 13°りヵスに多し`ヽ 1●イ
ン′
「レ15-肩 こλ/ ●2為′A/c(2′ ′″外よ (後 イヽカ彦tlす 7｀

｀
1 ク、/3ノ 沙:/う

′、2ま∠″置だ1の ょA/Aた T2た あヽhセ イ7ろ っ た。 |
′-7 ε″ 戸-2フ ラグ メ ントの認 後 .

パんなs。 7L ζそ′場 )■ 、 /7ク7(ル危″あ/2。イ参修受 )

のブ ウム ンア /t珍 ら 2、 2蔵 のククκギ歿 たふ
ザヒ.グ及々 二`魔ラ

=笙
ヒブ`ヮムンケシ分にギヒ

した'こ にに水ιヴ 毛多たる笏ヒしたそ気,亥誕
&北漁 ヒた。をらにノヽ/θれdt多之″た後身を漁寸ろと
、、う瀾 仁毛3□ くッ2二した.  |    ■
この久 毎1乾株 え ■ 力″ス孝 ′す/圧 7々/こ
今も 久2ル フsi〃後後竹次 ど′〃′、のノζイ2′く′そF拝

みかし、た;ノ η2づ ノ″プトユタ/一 ″ ι″

た、多気煮ブバス五埃 毛ブ己分 ぉころ、_多瑳独マダ/え
瘍徐孝 ヒた。 このる Й廷に ′3科 の七 /五 一 ド`雄

象 七 /、え叔 り /″ ハ佐あ″ にあがと後 ろぁ三、
夕くオ Tゼ

｀
ウレえ 、づ 多 に 多 麦 ず 助分 周 花 孝 とど

iの とつの 7月 は A4ブ あ ら た 。 こり λ 応 え 冷

物 ■ ブ ル ミ祓 イー /レ ゼ 運レな した 粂Pた Qdみ―學ブ年
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つラム (2X′ 0%)t月 1ヽ ス/κ ハ形 沙″ ′こマ 屁

ヴ歯Lし ,ヵイミ繊乾 晨 した。

このガた仁瑞:メ泉み t ノイスぞ、ノ よ% ED7″ ■
0ち ′だf rTトヒ_月曖携亀る場次:oけ、

`)ク
タでノこあ″`と,

カリ つ` じめ ′、え〃 M製 毛 分ち ρ、/″ 〃J4夕 〃プ ・子
'

教テイ6し てちへ、)た ,`μにあつ4-/わ ζ2、ルメ/竹噴, たマ

グルーダ近/■ 行を、、.み パ7° タトに分た こた。

ソ下P ′圧戸~3フラグメントのフ黎社 .

ス A/aSt 7■ ζ

`υ

タリクを ノ
「
クプ た 遡Lと ヵヵ

リムと全 く月 む` ょぅ に しマ ブ レム シア ν ゼ
｀
行

をt″ 彦庁と 、す | た え―メ/レ″|ウ'|ト エタ/1ニ ル て
｀`

シスケ ンをと ん と■。 そのス夜 に ‐チ レ ンイ

ミンク9ノ 毛みた1/ο tt η笙ゑゼ屹瑠壁卜した。こ

の雄作 (3暉 くクと と.多 チ ンンイ ミン つ絶
/_ル のォ修多

`久
7毛 暉 2-メ /レ ノプー.卜 手 タ

した。 3日 目‐

'ご

1｀ツチレン́ィ ミ/■ 移えてψ`3
3ο夕を往た| `″ ″∝ 産ソフくタカ之λるあた

η′:リ モ 3に とt θ、ιイ Z黎 な た力 と
'‐

7.″ 4
鷲 :毛 々 ろい派征乾晨_■ した。

じり凛絃蛯:刃れん |■ ′、/%T球 |― ιわθ〃こ ■周



/今

、ヽ た 五 湘 月 Fと C ζθDS― ∠ノこれ 5ノ′ ′免径 金り /ノ タ

P″″須′ル よ )'こ 7 分角資春 梨 こ た。
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ア ミノ夕 2斧 KⅣλぇ T2の 結及 ,夕 手そ :

酸組う と暉承 務 llL.

本 冽 夜 に 月 、、た κA/ascL灯 、 ′、/%丁 戸/=丁 sb―

P卜θ%3絶 お ゑ つ 2愛ノ組 月 ′ と ご ζ κ′
一′ノク ル 安″j

つmCl″′αた)に ち)η て単一て
｀
あした, 手た、/%s♪s_

だリアクリノ
"主
ド勁″電 ネ々笏 (クよ/グノン′ノク、2)デ もキ_

バ` ァ ド毛`示 ヒ 1夕 手壼 ととマ 3/ノ クめ ガ得 3れた、
‐   ‐ 口、|二 十

1せ た 筵 2,ヽ'ス 1・ ∫リ

P沙ノンつて:｀あ,|た 。

顔1え ●れたか募愛 ″、

え〃aSて 7■ のァミー/歿
`駐

戌リス ノー/に 示す
ように ,グル フブ ミン 毛珍 む の 2わ ガ 左 の権

タンパ ク後 である ことを意|こ マ ち ク、メタイ

‐ シ が一残差 し,｀ みな とか 1っ そ こゼ
｀
ミのメ

オブニ ンのところだ
｀
ブウム ンアンの角it術 を

＼ヽ  、 ソ
｀
スルη ド`名今‐■毛え後″ノンボ

｀
六ンパタ

'レ

イ
`づ
ろし ιに ∫り、 2フ のた ブ々 町 汚バプ

今 ド (フラグル に)に か離 ブぞた。 従フマ 一次 碑
迄人 史」■、 これ らの フうグメントで 用し、マ 行なった。

晨  |― |
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チ 3筆  ブ`ロヘシアンパプケド`CM FT2フ
ラ グ メン トの下次癖 造 次 た .

3-/i C″ Fラ フラグ メ ントの分力各桁裂 .

図 ノー2に 熱 /45く 72毛 ブ レム シアンタ′年後 .

乙元 タルボ ヘ シ スチノ/化 した うっの が
｀
/レ クフ

マ トグ
｀
ラフイニ■示 し■.

目 |-2

夕筵 導、Sキlα■ ャ
ー1911甲いて行なしヽ、|′之″ A/Q喫 が`蛉

多ゼ
｀
あァた.。  それて れ`の 3ラ のピーク毛イくに

角 してる 所豚4‐■ した後 ネ衛薙塩そ し ,

こ〃F―

2(/`、 ′″ソlグスタ
～
ク2、 4%)ノ こ″戸三ギζ

`∫

ニソ′″み手ググ多ゅ

毛得た。loイ 戸―′ (事 ?ヽ″ソノタ略
`子

よ`/)は 、7ミ

/酸 夕祈 の続 ス、ガら:メ子オニンの ブ ■ムシ了ンに よ

る人分解効 で 多う■ ,

K〃α5く T2点ゲフムンアノタ%ガ
｀
ヶゼ`打晰芍

パずケ ド`にタタ|ゼ
｀
つ埼″`ら た

' 
この こと辱 、

ι月アー2と こ″
「

3ク F27に ノえルラ洋 各`今 ナみ

た づフ 2と をづい久う る。 学た θκ斤2′ ι好卜3

火 に .g拠 琴 が
｀
あ 、 こ し ″` 気 乙 斬 腱 (負喘儀

ε
`||ス

|。 st Ttt♭り  」hhごはあ1族えた ,分募愛 ノ万ファ ト)左ノ



ノと

亜盈♪蟹二し力りし たュとが わ′`み´ 7ミ ノ酸 分4守

が 9ιイア…2ノ ι肝 3ブt「 アミ/務 (タンフバ

“
セタんぞ、、るヽとうイリ明じ力  ́〕た ‐ド`マン
分解 にJろ N六為 夕祈 グダ ご〃戸城 ″κル`く L
の ι末%霧Pるデた期雀と、こだイル3とァメ〆死たる″分

|■湖 多寸 ろ ミと が
｀
■ll明 した 。

3-2f ′ι′Iた「 ろ 分 解 とその だ プチ
ドの一 次″年並二人 た          |
ι
“
F-27ラ ダ`メ

ー
ント、|ルらブノltノクてみ′16

形ぞみ 質=%o tル あ♪プ′ダタ)の デォ時η分魯
セ有らぃΣ2胡 月′左cプ 1図 ノT3の メうた,サ
′た外ηピークノ■分Й魚|し た: ‐

ョ  |-3

/4C-7の A・ プ今 卜`は、そう 多トマ ン法つ`)2つ
のパプ孝‐卜の准含物 ゼ

｀
あることグall明 したり

で、暮 クロマ トグラZ一 t行 為し た。

口 !-4
み々 クタ離猾裂 した 々プ今 ドヽの 7ミ ノ露征裁

種 :中ご争選 た I-2に 示 した。
イこ |-2



A・ プイドのアミ/酸龍alJほ る%ァ ド`マンス 、
ブたほ々″式 >´ クエンサー によらて人

i。

□ l一 ζ

βc― , ←ス手 ィ。%♪  牧ヽ「 び` /c― /:ζみじ季 /`%リ ハ
″づ

ケド`諄 とうに′C一ノ′パプチドの力分夕宅 た∫リ

生成 した ヽとグ才り明 ヒヽ′tF■ たようガ声行妻

釣フ断(%単″ル′學ノニ型Iた )だ ち、こ,マ 1`る

るのと 2年 ル久ろ。 ンテ :/に‐ア′/cニブ7,4c― /歩 ´ゞ

フ・タ トに`あ、外 1 与ダ月つのな ノ Z唆功こ烈つ~ろ

り、/cP■ に √フてフ晰‐t■ 4かフ後・ 」た、
′こ二/Zノ ′3 λtよ び`、 ′c―ノ%ノテ ″: そ4てギム 月む

ブ ミ /画資紅 裁 :同 じ｀ァ ミン 竣 醜夕1マギあっ た 。

こ本 Sの パプ タ ト毎` .そ ム で 42ダ グブ亮ち 2/

残寡 2.た にたバ`マ桑 1ヽバ プ今 トブ｀スク ,た一
′2′ 13け ′■辱 みし■′′ニィク:″ゲノユ/7 7ファ■つ
たで、13た わ ,純 んブ ″ ノれ の ベプケ ド`tタ
ぞの シス ′ トラ ンス め スとイ

`:後
る ゼ` 暉 TrF

の確 卜「
g夕 か 分解 ったわ に、発 なフ んあ ム時

′〆

/2_

鯛 1毎 g鬼 ゎれた もの し‰ わ な ろ 。 ≧人 らのパプ



4ド |■ 、々 憫式シ_ク ‐ンサーによフマ,、 2〃
毛ノノゼ彰乳る魯タデ基 ずぞ 珂減1つ る こと がず 省た。

みc― ノ ハ。プ タ トでは、 L/5の夕 じ秒` ア ミノ ,歿 分

角 ぞた老 t次 々がった。 ι″戸-2フ ラク｀メ ントの
ν六場 分街 グ∫″ ケ‐ク̀― う

″~~レールo一 ブある

≧ ヒ が
｀
斗‖明 して 、「る の マ｀、 /吃―ノ のア ミ ノ 歿 花

ブミノ露 夕寄午によリグルフサ ミンζ椛″)=冷ん
ぞ` ぃた。|エ ト`マン分解 乏ジ 3段略 層 ユぞ`イラを

、、、消ム玖デ滋え づ5と とめ に、ガ クそ 2″

グJ「 :与ダ4/と 次たした。/c2ハ。プチドヽほ.

二の こ と が  ゞ/c-2の

彦ズく夕三二した 。

月収 ′//′
°C=お η 水々 と、 7ミ /甕 夕η 秒`三

/Og´ |‐と `/こ A/を ′弓|た こ″.

4左毛 りゞ 免́メー鏃T/飢 之
晨 ′~|ノ |~え 12■、、17 ε

“

F~27ラ ク
｀
メント っ

たシ̀あ 7ミ /た分:衝 征 か ア ミノ 敏昴 列‐′ ダ`っ
毅 イ証 卜 ん だ て ∫え 2個 色 く ぅフ マ 、1ろ メ

咤 卜ろうしつ、タンバク後イのプミ/基 て A/

た i夕
J夕i;ノ とxs´ ε-7ミ ノ孝 )だ 権とイマシと́ こフ
そ れ 才
― ん Qご夕万 ネ 位 ?七 起 こっ 乞 t豚 て

タン/ゞ ク後 ラ「 五元材
とィ唸_7ル フ リに あ次

くり、



コL/

み 観従水得 ゼ
｀
ろ ろとのア ミ /暉

“

てとン́クの 河修に子

‖ つ`た り仏下 巧 jこ とがヽ 夕降ゞれて 、1う (与∫タ

こ1ア ミ/瑳 の場 合 んノ
タ))。
にっを C“戸フ ァラ

グメ ント毛飼 役 ぢβ とを :′・ タンパ ク賃 が ら

脆離 .し た欅 Lとン̀の ご
一ァミ/あ が 一々 及あ ヒ

て、ア ミノ確 口″乳プ手ブヽ多メ1を 下ヽ した めの とな

え す人う。

従L7左 /sZで、、ヽた は、 Cイ F-2フ ラグ メン
|卜 の位 ζ/タイ初ノ

・と それでス のた'パプタ着 のア
ミノ 及 露 列 か 」 →す写 ず れ た 総 針 と よ 〈 一 次 t

て メ
｀
り。 大 回 収 ⌒・プ タ ト

｀
が た` めヽ の 乞 イ え ゞ

れる .(力 c― ,′ ′c―/`の ようろ の tた してす〃噺 ゼ
ーれた

へFフ・チ |く |`■ 「余〈。):

3-3 烙 縫 六・プ タ トヽ ζたアプ ロテ 7-て｀

令多 パイ孝 卜)ク 孝雛 乞´久篠ん 人た 。

3筆ず乙ゼ日`・ /CPエ タ機争12よ りそあ と宗る ″T

特`デ あるパ 7′ケ ド`のア ミ/酸 76多u■ 1″くだ 亡

i。 ■れ らの湘 ユ パプ 今 卜
｀
日 め西1夕電〃夙々 ■人

に づ ろ在あ |・ 、 こMFツ フラグ:メ ン に /"ノ ノ
花″/毛 産

'7°
フフ ァ ニゼ (啄ぞ/疑 ニメ フι■ )



マド、 ′〃ス。グ テ埼岡分鶴 した。

))

の名 物 l,区 ノニ

ι卜意 τ よう に 基 視 層′ た C,こ 「 ク /~/～
舛

/0の ノ0形 のへ・プタ トに 夕物任 した。

□ ′―
`

/二 7

ノー歩に そムぞムのハ・プタ

杖今 , ア ミ/敏‐範夕11■

|-3, 図 ノニ肝

4為 ,ヽ図 1‐

`ぞ
孝涵Lリ タ Й ′ノノ分 ′2ο の 有 4に

″藤ム電 ムた ピレク )2雛 準とん どブ ミノ彫ヒ暉2

t沢 て いんブら た めデ 多%ョ み した。

降Jパ プ″ ド降 /-9パ プリ ドの イη~SC´ つ

間 で
｀
、 /卜4パ プ タ ト

｀
lτ ル

ー左勲 の 層釘 受ずイフ嬌布 が
ヽ

喘 こ`,て いた 。 スた め犠 子た け ん′バ 7ミ ノ

酸乱 夕1上 だ
｀
こ紀 あろ、、け 乙 え して 、、う し■ 、

ルよζ命ほ―●アの ノ 1ル 7 ζズャー

を効 ル ドマ` ンス の〃人%夕 考 に ょッ i/― ノハ・プ

タト`・み えウ あ
'ん

今物 ゼ
｀
ぁフた のゼ`、再クロマトグ

ラZrt行 ら )`咋
`本

一
/ノ /~ノ rκ・ 2ノ2ク ブ種した。

員

た |,3 七(ェ
ー
びヽ図

卜)の 7ミ /霞 江 ブ成危 ,

小 L仁 :

V-3 ( 61,^- l-lt'- +lq ) ,



2∂

のん―%´ 雄 )に みダ よ 3‐ よぅ に 、命しの C水為

倶t‐ぞのフ噸ゲ筵
'こ
りた■く 1`が ,あ ろ )ヽだ フィタァ

づムマ も わず
｀
フ`デ スフカ .

/-7パブタ ト`の2ノ 歿晴 屋何衛ぅ月2■ 欲冷
ウ)2 2ブ｀・ ブミ/敏 夕祈 マ` ●/cル だろ在サ5
ヒ,て らに 2「象Z霞 ロラゼ｀ノこ″tヲ フ■ 7ミ ノ
が3脅写 して、ル′だ/っ たダな、)こ と、すた
3静
=2‐
ゼ
｀
″t顔ヒ した 擁 /ゞ τ′ィ舞 卜

｀ ιγぢ一≦与 =彰
_/争物 っ
C■ 0

3フ め ,グ のア ミ /魔画671Jブη―arプ ぁ 3こ と
ん ど`が3、 ミ

ー
のい 7入・プ今 卜あ2/ろ βZん二CHθで

あ 3滲 あ と|″くた した。|

々制ガ >― クエ レサー 毛日、こ7了 ミ/雄函已
τd tれ たつ3を ■、/sれICHο ′'次

ムゼ仄み、、ぅの

と―%ぇ δム ろ  ゙ ュム暉 バ 7‐ を ド■ え考 して )ヽ

ろタラ スフィ//分一 上 のポ クブ //π ラぢ 親ン/t

ヽヽ

な

権 の 角 lヽ PttC―メSη…CHθ ″
・1づ｀今 ‐″ ク レ ク ト ブ

｀
″ ム プ

人 に く ぃ ■ あ とだ と∫ れ ス。 この こと は 、ガ
4竹 ぞ`のた の絡人・7'タ トη`ァミノ斃配列ブ 、
ハsh― CHθ の考p分 のウ イ可う Ha. il\-d"Xtr" i o)t/
イク ノノ曖ダ何 ク客〈 PT月 ニブ ミ /
ろ Lヒ が ダう え埼 ず れ る。

殴 ガ貧 あtへ
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P-4.Cだ F-2フ ラ グ メ/卜 の|ニ リた番 ι

ロ ノ́よ の′こ一へρワタケ ド` 場 ∫`ぴ, 図 ′―よの隆

}バ プを卜のア ミ/酸配列 ずダ 図 トノ′2示 ブ

よう
「
-1そ ムぞれのベ プチ ド /・ づべ 7ブ ずハ

｀

一ラ

'プ

しマ告り・″危を<ユバ 5こ とグゼ`

プた 。

図 |― ;

また、 Ctt Fア フラ グメント そのうの ■夕響
‐

式 >― ク千ンサ
ニ ■ がけろこと に 工って

'ο
各

ュの:Ga■ を
｀月た っ g 、と拶‐ぞ 2/2・  こ〃層2

プラグメントは, スA/4∫モT2の こ入場カゲプろ

り、 したがニマ C″ ル2フ ラ グメ ン ハつ こ入

端 ルЙ―Cttοバ尺鳳`も 72の こス場 乙 11ク ことに な

また、 夜 ノー// ノー2ノ ノーg に 示 したIよろ .

うに 、 プ ミ /た 分封 が ∫ζ 一 次 して 、lg、 と

ゲg.ゲ ヮムシァン分η
「
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CMF-3-Ac-2

-― 卜←……Ch-8-,1-ch-5

- Ch-6 -‐90         93
Leu G■n C■ u Cin C■ y Arg Thr G■u Leu Leu Ser Tyr HSer
Ac-10,Ac-ll,Ac-12

―

 Ch-9 -―
一
Ch-7 →

―

 Ch-13 -― ←  ch-2‐→冽

← Ch―■■月 田

К■Ch-4ぅ

駆‖
-2Q AE丁-3フラつ

｀
メントの一次構 と 爽た のまとり

,日
ol構後■表ぬず



./2

■

G■u Phe

Asp ser

Asn Pro

Asp G■y

Leu G■ n

C■ u C■y

Thr 工■e

C■n Lys

I■e Va■

工■e His

Tyr Phe

Thr Ser

Pro ser

cys cys

Pro ser

Ser Tyr

G■u G■n

AsP Asp

G■u pro

Thr Va■

Pro Asp

Asp G■y

Tyr Asn

Pro c■ y

Cys Pro Lys

Phe Asn Ser

Gly Pro Ser

Gly Gln Phe

Gly Arg Thr

G1u G1u Phe

Ser Cys lyr

Asp Leu Phe

Ser Ser tys

Lys f,ys Pro

I1e Lys Gly

Cys Ser Thr

Asp ェ■e

pro G■y

Asp ser

Cys Asp

G■u Leu

Trp G■ u

Lys Asp

Lys G■y

Thr、 Tyr

Tyr ェ■e

Asn A■a

Ser G■y

■0
Pro phe

30
G■yA■ a

50
Trp Thr

70
Lys Thr

90
Leu ser

■■0
His G■ u

■30
Tyr ser

■50
Leu Asp

■70
Lys Arg

■90
Ser Cys

2■ 0
工■e Thr

230
■■e Lys

Ser CyS

Leu Leu

工■e His

Arg G■ u

Tyr Met

Trp Asn

PrO G■ n

Ser Tyr

Ser G■ u

C■u Asp

G■y G■u

Tyr Leu

CHO
G■n Attn

Cin Thr

C■y Leu

Tyr Ser

Lys Lys

Lys His

Lys c■ u

Leu A■ a

工■e C■u

G■y A■a

Tyr G■ n

Pro Lys

Ser Thr

Cin Phe

Trp pro

CHO
Attn ■■e

町 r Trp

G■y Thr

Va■ G■y

Leu A■a

Ser A■a

Leu Asn

IP ro 工■e

Lys ser

20
Ala Va]. Ala

40
Trp Asp ?hr

5o
Asp Asn Cys

80
Thr AIa IIe

100
Pro Asn tvr

L20
Cys Ile Asn

r40
Asp 11tr Leu

160
tys Ala Gly

180
Leu Ala Ala

200
Glu lle Trp

220
Asp Thr Leu

cHo
Glu Ain

風 |-21 RNaζc T2あ 二火滋醍盪

同危した

S― S糸もか :6,在 と//♪るこのC/s
/?/,fi-t 2294iLot C7s

偽
iふt・
ネ電上
ri3、」tィァ
ーISノクご)

[7θ′ノ0`)       .

C〃0

分う量



η

（ヽ

くヽ
【
ヽ
Ｎ

ギ

ゞ

60
50^
40メ
30ミrイVZ
200
:Of
00

(オト)

蔵卜脅色ノヾ71)/

外夜 :

允え :

Ｌ

Ｅ

Ｆ

口 |力 .Rゝ
“
Q T2の ぺつしン解 物 の時PLC

次料 : RN“eT2 3θ〃毛ル■′0`lM Acθ‖こP‖ 4・ 0)2脅イ に
発絢
｀
し
～
フ。シン偽 毛〃にとかえ′37む び/4危小好4突

七りにヽフじン名 〃刊此 a色かし′またlο時間か峰睫 .

4の電「七tクちて卜つり, トン傷たした_
OpS― 120A(4人 210翡照)
θ.|ス T船 ―CH3ιN泉
1叔 /分



%

T2~Pep-1

■ミ,呟か新

4x.+ , 33.0t

>7L>>>1"

T2~Pep-2

`ョ
唆分対

しスキ ′24.0暑

ンフエンシ)フ
｀

CyS°
3H3■
.8(2)

Asp  l■ .7(2)

G工u   =■ .0(■ )

A■a  8■ .7(2)

Tyr   80:7(■ )

cysOjH l■ .8(2)

Arg   80.8(■ )

Ser   =■ .2(■ )

工■e   3■ .0(■ )

Lys:■ .8(2) ′

Thr=■ .5(2) ′

Progユ .9(2) ´

工■e3■ .6(2) ′

計 26残 基

■9■

HiS 80.6(■ )

Ser:3.3(4)

G■y33.4(4)

Leu3■ .■ (■ )

HiS80.9(■ )

Thr:■ .9(2)

G■y32.3(2)

Trp80.■ (■ )

lq残 基

′ Lys=■ .6(2)

′ Asp12.8(3)

′ G■u32.0(2)

 ́Phe30.9(■ )

計68
GQFCDKSRE

WNKH｀ こ`薫 十
‐‐

_

風 |が3、 kNase tの S― S各本 の地二こ氷た

糀 f｀  な魅配豪繁l智了J争
罪し璧翼黎 聾聟りλ鳴、ヾプ幹ンあところはス可も決仏tЙ力ヵbた。



73~
1狐…
Ⅲ…Ⅲt_鮮L挙 Lヽ. 疎 水仁 ……

Ｌ
鷲
嗜
呻
ぽ
嗜
ぜ
呻
ず
ず
ザ
絆
拳
學
學
中
小
中
心
瀞
静
静
静
中
心
拳
中
＋
小
中
心
中
瀞
學
事
學
中
中
學
゛
中
僣
゛
中
中
ぜ
中
小
”

口l-24.RNAse T2の ノゼドロノヾシニとニス澤謎とあ子現l」

′Чドロ′ヾシーは
`ミ

,唆 74メごとに、その平均4●Ltその中たの了ミノ哄
のたコらにづりヽントしてあろ。ま燿たょりtれにあれば物 1(ノL;んにあЙぼ

…

疎Jマ隆であろ
'嗅
向が 翅轡ちに理解とえる。

図ャの肺 嗜 choИ tt L"強んらのえ去 により予機主Йろ二玖薦毅担

■ィ、し七こ.

― :よ―へ`)ッフス,憫研ゝβ―シート′JI「 :β-7ニンノM:ラ勁ムコイル′・ :ヶs
(孝髪毛嗜単にびゞべ)ヽンフスノβ~シ~トウと́乏夜ゎすきけで、4′雛豊枚には
劇り煮豪嗜力ぃ)



%
た |´ |` Rメレs‐e T2・ 携よび

‐
εHF-2:,CM千 二3フラフ

｀
メントの

ィヨ彙馘

`ミ

,口安L CI「-2 CI「-3 n「3●e T2

●ァ 909   (10 )

CH―Cy8 3・ 2  (4) 4。 7   ( 6 )

ASp 16.2 11:1 1:
・
105 11:ヨ   : 28.6 }1:: li

fhr (b'
7.9   ( 8 ) 5.8   ( 6 ) 13.ラ   (14 )

Ser(b) tL.8 ( 12 ) ■0。8   (12) 22。 8   (24)

Glu 15o3 1:ll ・ : 965 1:11  : 25。 6 1:11 1:

Pro 8。 o (8) 7:6   ( 3 ) 15.8 ( re )

Gly 10.9 (n) 7.1 (7) ■7。8   (18)

▲la 7.7  ( 8 ) 3。 9 (4) 1■ 09   (12)

Cy,(C) 4。 6   ( 5 )

V31 2.8   ( 3 ) r.o (r) 3。9(4)

買et 0`9(1.)

工le tD.2 1n) 3。 9   ( 4 ) L4.6 1 rr )
L●u 7。 9  ( 3 ) 6。 1 (6) 14.o 1 ra )

Tyr 11.4   (12) 3。 1(3) 14.7   (■ 5)

Phe rd) 3.0 (3) 5。 2   ( 5 ) 8。3 (3)

Ly8 14.6   (17) 1。 6 (2) 17。8   (19)

H18 2。 8   ( 3 ) 0,9   ( 1 ) 3.9 (a)'
Trp(,) 3.3  (4) 2。 4   ( 3 ) 6。 8  ( 7 )

Arg r.o (t) z.o (2) 3。 1   ( 3 )

n€er(t) Oo7(1)

ク■■サミ/ + 十 十 +十+

1ス・幸 (1→ 72.4“  (146) 76.9≠  (93) (239)

枷ヽ こヤ。こ嗜‐その,ヨ畝政只K巴 |-21)なSt峰した。

イミ,口

“

資ゴ』レタズンL薄 .ル′Leu′ A■ 1勢準とに行仁.

は)1生ギ壺た輌鮨に4久の准

024‐′4ざ′72吟問カレ財 好`准■0時間に7卜静とた値

0 4M MTS′て浄後のイ食
o)71し1サミン1た 乙ヽ洋ごイ底

|。 ser(→ 嗜.H‐野 とH‐ScLo角れ凌 ヤ床植乏千す



7ミ,Jを ▲0-1 ム●-2 ▲。‐3 ▲。-4 Aoいう Ac_6
ac-7-
R-1

ac-7-
B-2 ▲0‐ 8 Ac-9 AC-10 ■●-11 ムo‐

1:
AC‐14 ムo-15 ▲o-16 ▲。-1: 計

・
CIF-2

CH-Cya 0。 8(1) 。2(2) 0。 6(1) 0。 6(1)

▲8p 1。 0(1) r.o(r) r.o(r) r.o(r) .0(1) r.o(1 ) 。0(1) l.o(r) z.o(2) 1.1( I ) 3。 8(4) r.o(r) 2.9(3) 16.2

Thr 0.9(1) .6(2) 0。 ,(1) 3.4(4) 8

Ser 0。 ,(1) 0.9(1) 0。 9(1) 1.7(2) Oo9(1) 。.,(1) 2。 6(3) 1.5(2) 0.8(1) 11。 3

01u 1.0(1 ) r.o( r ) 1。 9(2) 1。 0(1) .。 (1) 2.r(2) 2.r(2) 4。 7(5) 2,O(2) 15.3

Pro 1。 0(1) 1.0(r) 1.r(r) 0.8(1) 1.0(1) 1。 9(2) 1.r(1) 1。 0(1) 8。 o

01y 1。 0(1) 1.0(1) r.o(r) 100(1) 1.0(r ) 3。 7(4) 1.0(1) r.2(r) r.r(r) 10。 9

■la 2.r(2) 100(1) 1。 2(1) 2。 7(3) t.o(r ) 8

Val 0。 6(1) 0。 9(1) r.o( r ) 2.8

0.6(1) OoO(1) 1。 4(2) 2.4(3) 1。 4(2) 1.1( 2) 2。 4(3) 10。 2

Leu o。 3(1) )。 3(1) D.8(1) o.3(1) 0。 9(1) r.o(r ) 0。 3(1) 0。 9(1) 8

Tyr 1.0( r ) r.o(r ) 1.0( r ) De3(1) r.o(r) 0。 9(1) D。 8(1) D。 9(1) 。,(2) 1。 6(2) 2。 7(3) 11。 4

Phe l.o( r ) 0。 9(1) D。 3(1) r.o(r ) 3。 0

Ly8 2.0( 2 ) 0。 9(1) 1。 0(1) r.o(r) 。.9(1) l.o( r ) ,・ 8(1) l。 0(1) 0.9(1) D。 9(1) 01(1) r.o( 1) r.r(r) 1.0( r ) r.r(r ) 1。 0(1) 2.0( 2 ) 14,6

H18 0。 8(1) 0。 7(1) 。0(1)

T,p .4(3) + 0.2(r)

Ar8 ).8(1) 1.0

"レ

コ掟ン 十 + +

計 3 4 9 6 8

腱 学(“ ) 32。 2 40。う ぅ0.3 4,。 , 46.9 43.7 12。 1 23。 9 う3。 0 10.0 28.3 43.4 44。 8 42。 2 58.7 15。 0 27。 5

イを1域。cMr二2フラ77シレ ハホЮttLだ臭タレliOsフ ロ゚デ了セ
゛
1ノ分ゞ暉有力の了ミノ酸燿庄ガ災

｀

旬
｀
フヽ内の輝 嗜 了ミノロに「JLダ1(□ |・3)ぼシ計埼した種 こ手す

了む政の晟ヤ嗜斜艇しにべ74ドは導暑にいにいもい

りSのやなプ直力ヾイム
いのけ 了ミ)構 tかOt-0と 時わ晨ろ。 (才ニキ

3像参照))
|             ,    I  I li卜|=T'「 |「 ■■11請 | ・・・曙Ⅲ甲弾平帯轟輛imF覇薫■1■■■

ヽ
く



衆 卜3.cM千二2フラフ
｀
メントの■ とフ

91テ
イルヒ
´
万Ⅵ牛詢の了ミリ画象在ジて

イミ〕酸 V-2 V-3 V-4 V-5
v_6‐

R-1
v-6-
R-2 V-7

v_8 V-10 計 V-1 V-9

Cll-Cys 007(1) 1。 3(2) 。・5(1) 4

ASp 1。 9(2) 1。 9(2) 3。 0(3) 1.r(1) 3,9(3) 2。 1(2) 2.r(a) 1。 9(2) 17 3。 0

Thr 0.8(1) 1.'(2) 2。 5(3) 。.9(1) 0。 9(1) 8 009(1)

Ser 1。 6(2) 1。 6(2) 3。 4(4) 3。 3(4) 12 2。 5(3)

01u 1. o( 1) 2,O(2) 1.0( r ) 3。 0(3) 1.1( 1) 3。 0(3) 2,r(2) 1.1(1) 1.0( 1) ■5 1. O( 1) 3。 9(4
Pro 1.2(1) 1。 1(1) 1。 0(2) 3.1(3) 1.1(1) 8 1.1(1

01y r.o( r ) 1.0( 1) 1.2( 1 ) 1.0( r ) r,r(1) 2,0(2) 2,0(2) 1。 8(2) 1。 1(1

Ala r.o(r) 2.6(3) 2。 0(3) r,o(r) 8

Val 1・ 7(2) o。 6(1) 3

lle r.6( 2 ) ュ.8(2) 1.9(2) o。 6(1) 2。 3(3) 10

Leu 0。 8(1) 0。 8(1) 0。 9(1) 2.r(2) 2.6(3) 8

Tyr 0。 9(1) 2,O(2) r.o(1) 1。 9(2) 1。 8(2) 2。 0(2) 1。 8(2) 12 。。0(1) 2.0(2)
Phe 0。 9(1) 0。 9(1) 0・ 9(1) 3 1。 0〔 1

Lys loO(1) 2.9(2) 2.0( 2) 2。 9(3) 2。 8(3) 406(5) 1.0( 1 ) 1。 7(2) 2.O(2)
Hig 0.3(1) 0.6( 1 ) 1!o(r ) 3

Trp 0.2( I ) c.2( 1 ) 0。 3(1) 0.3(1) 4 0.6(2)

Arg o.8(1) 0.7(1)

〕耐 ミン + +

す 6 5 10 13 24 26 28 民
ノ 144 9 16

収キ (/・ ) 39.1 17.3 35.0 23。 0 23.0 6◆ 3 40。 5 10。 9 54.5 14.0 30。 3

に 内o獲は対呟嘲 け めめ諄 t擬
顔 こ嗜講 瞑、こtlV― l′ V-9嗜 冷敷ャ7%午ド場のて

'マ
ミ,劇鱗針 覗



7タ

4れ″め次q亀″夕〃義ンゞ プ,7巧
乙モ
::五

■)4 CMF-3-Ac-1 CMF-3-Ac-2 CMF-3-Ac-3

CM―Cys

Asp

ThiF

Ser
Glu

Pro

Gly

Ala

Vol

lle

Leu

Ty r

Phe

Lys

His

丁rp

A rg

HiSer(L)

"硝
ミン

0。 8(1)

0:9(1)
1。 0(1)
1。 8 (2)

130(1)
130(1)

1.2(1)
117(2)
2.2 (3)

501(5)

100(1)
1.0(1)

1.5 (2)

2。 8 (3)

1=9 (2)

1.ア (2)

007(1)
2.1(2)

416 (5)

ll.1(11)
3.2(4)
6.1(8)
4.2 (4)

515 (6)

6.2 (6)

3.0 (3)

019(1)
2.1(2)
2.6(3)
0.7(1)
3,8 (4)

0。 7(1)
0.7(1)
1。 6 (3)

2.1(2)

もbこ向あ数多嗜_アミノ凛知影|(力
｀
ら計葺しれノ直毛ふ●

H・野 (Dtt H‐
'と
n,■「Lの働れ ズ)言十しMttt可

堕鯉,(%)       34   _



衆 卜よ。ハび 3́7ラつルトのハより出クbd‐c′ γヽⅢ ル 7アセ
゛
工にお ガマ洋吻っ子ミリ画鼈観ノだ

了ミ′輌夕と
Ac-1-
R-1
Ac-1-
R-2
Ac-1-
R-3
Ac-2-
R-1‐3
Ac-1 A。-5 Ac-6 Jlc―

°
「
Ac―

8・ 12
Ac―

13～ 15 訂 AEF-3 AIB「‐2

謳 ―Cy8 1.0( 1) 0。 9(1) 0。 9(1) o.8(1) 1。 6(2) 1・ 。 (1) 0。 9(1) 6 4o8 3。 1

ASp 009(1) 1.9(2) 0.9(1) 3oO(3) 0。 8(1) 1・ 1(1) 6。 0(6) 12 11・ 7 16。 1(17)

Thr 0.9(1) 1.0(1 ) 1・ 9(2) 2。 3(3) 6 5.7 6。 7(3

SOr 1。 8(2) 1.1( 1 ) 1.0( I ) 2。 8(3) 1.0( 1) 2.9(3) 3.旦 (12 12 10o5 lQ盤 (12L二

Glu 1.o(1) r.o(1 ) 。0(1) 1.3(1) 5・ 0(5) 2.1(2) 10 905 1`12(16)

Pro r.o( 1 ) r.2(r) r.r(r) 1・ 1(1) う。1(5) 8 7o0 7.3(3)
01y 1。 7(2) 1.2(r ) 4。 1(4) 7 6。 8 11. 11

Ala 2。 0(2) 2.o(2) r. o( 1) 1.o(r) 4 3.9 8。 o(3

Val 1.0( r ) 0・ 9(1) 1 0.9 エ
1le 1・ 1(1) 0・ 9(1) 1.3(2) 0.9(1) 4 3.9 .7〔 11

Leu 2● 7(3) 2。 8(3) 6 5・ 7 7.4(3)
Tyr o.8(1) 1.9(2) 3ol 塾22(12)
Phe。 ) 1。 0(1) r.r(1) 2.8(1) 0.9(1) 2.0( a ) 5

●
Ｉ

′
０ 2.8(3)

Lys r.o(1 ) 0.8(1) 2 1。 5 14.2(17)

H18 0.8(1) 1 0.8 塁 .6(3)
Trp D。 ,(3)

■
， 0.8 1・ 5(4)

Arg 1.9(2) 2 1。 9 l・ 0(1)

H Ser(L) 0・ 7(1) 1 0。 9

夕1117ミン + 千 + キ+ 十■ +

講・ 2 2 10 う 8 16 6 36 93 146

颯キ (" 26。 8 55。 4 43。 6 38。 7 32。 9 30.0 10◆ 0 36。 8 69。 o 41。 1 44。 4 45。 2

詐鳶黙15   蠍載
し

'fi示

1 ‐
H・ SOくりlt H・ 5ッ ヒ‖・Seレ Lの 間がt〈潟十しlM直■示す            .
は)漱がへ曰千ドヤにおう場い嗜 移 tl｀lいサミ⇒し)安 `｀考

. `′ :´  1■ 111、 二
==革
″|■ 1絆メ,1■儡孵「

“

i

「
も



ri,フ |,シか解ηらすヽ,政織ム(夜 `|‐ろ.ハ[千‐3フラ7フルトのキ毛|

率ミl難ご「こ燎最|ギく譜よf17‖151(い l nslア
`H・

SeレL^中オ1か計いJnlホ寸|
%
＼

本,嗅

1時 り

1,1(1)

1.1(1) 〕.7(4)

2.7(〕 )



盤

久 l-7。 RNAse T2および
°
そのサ絶ヘワ

94‐ドの

羅紅れな竹

ベリ・4ド
(° )

'1\V1*i:./

CMF-2

AEF-2

CMF-3-Ac-2
(7■ser 23Hser)

CMF-3-AC-3
(8Asp〃 Lys)

CMF-3

RNose T2

Asn―%9

Asn-239

Asn-76

Asn‐ 15

Asn-15,76

Asn-15′ 76
239

0=8(1)

0,9(1)

211(2)

2.1(2)

3.7(4)

488 (5)

0。 1

0:1

2:9 (3)

3.7

6.2

7.5

110

100

110

130

100

100

４

　

　

　

６

　

　

８

① 了ミ)壺υ″賄絡 わヽちの権■ 4M MTSlく疇
へηイト・嗜ハ1負 感た嗜L〕 t基イにした。

Oう セス7ウく卜γラスーが♭の4生

(l10℃′24・時間)



夜卜8・ RNase T2と そだゎ数依 RNのξことの光k

RNose

丁2         丁l        A         St        Ms        BI         B0

'ri)Ufu#\:t( ns loq tzLt lot t06 t09 I l0

に  ヲ7、       Speriglllus        Bovine  Streptomyces Aspergillus Bacillus    Bac■ 1lusory zae           pancreas  erythraeus    sai tol    intermedius amylollquifacience

嬌難
‐
>:奪: 策乙 蹴絆 纂 ヨ曜

`句

非宣Z6つ  キ清異的

馳



・ 34

■莞 1■ 1 霧F

り小Iみ |ク |レ ア■
‐

`'T2の

―
急1薇魂畔通‐に

琴譲二も
―
ろすごノ1象ガ基っ

―
薇:な |.



_為■孝 ,_々_カ

8ダ

づ ライ_察 璧:'<′ え萄をあ久マ ヨた。名 R

脅 じ〈巧 賓 ■ムマ 〕`るの感 、ウン埓ル貌スノV45(

ハ と、 Kル毎tT二 と月|よ ぅた こうど`萬 ′/歩ヮ′1/OS
クγ
Q十が41うろ響件le¬ ブあり、た う修猪 ノ核

彦 々 久 毛 ′ x徴 作 品 得 衛 ん ゲ″ わ な わ れ てさ
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う じ一クーごMた一′リ バ
:ム
兆 した。  ピーク 2に た、

修鉾 l=よる
′
豚ム0こ あ たた なaを みとめぢれをいな

ご|た 2ニ タ参ご:)。  〕■ ピーク ″ぬ-2~の ァミ
/爾ヒ余上戒 感、 ネ 4参 猶F乃みで、すメ 奄 3λ ■ ピーク

2と 同一 |ブ ミ ノ
'喰

復 ガ 乏示 し、その イに の ピーク

il三 ぅ 暉就れに|″みTD´ は、″従ム tム 多ブち た。 なし
‐て、■rつ ニトレイらρ ノイろ 農のぅハのみに あ`し

て 、ヽろ と位 う した。 なか、β tt Wa2_戸だ フラグ
メント ィ の だら一ったり/23貧‐壼 辱今後 ,4ち づ

｀

さ行 ろう子た ブ 場 ろ :



/イ ア

第 宅 そヽな

夕 | れ に寄‐位二の だ′5に っ |タ マ 1

スA/aft‐ が、|も ノ ユー ド1第に との ス茨JZよ

ヮ7麻 /イル ■フル だ 奇 ン 人‐ィオノノイ6■ へ「 孵 子、

リウ1ヒ 21久 う。 子が ″二島 ぅ周 時 に わ %フ /レ ボ
｀

六 シ スタ ルイ6tへ た と とグ ら、 尺A/att T2の Z鷲

オ生
'P仁
‐は ムル=//√ とた力

s棒 ・′,剣‐と るァて え≫を し、
kνここ―ん の 力た

'||と

〃ノs/ノ , ,こ「薄痰婁‐づ 3脅久と負:な ∧?

づ■ じしセ、あムづや燐各Lの 発 鬼 ■関 与 して ヽヽ フ ミ

ヒが た え これ ろ二 じつへし、考 御 に比環欠づ うと、

RVにメt‐ 力 辱 、 t/7-ド 刀夕後 との ス え て
｀
ルヽ

||マ のイミグゾニル差の だζゥ位だ、〃
'5え

7な
'承つ

イiパ  そ れ そ・`″k`″ ィレヽバ`曇` 夕/メ ィ1/レ″く二・ ズ") そ〃ヽ
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+

15。 9 (16。′1)

ア04 ( 617)

10:9‐ (10.2)

1605 (1604)

7.6 ( ‐7.3)
1100 (lil.0)

902 ( 8:0)

218.( 2。 7)

9・ 9 ( 9.7).

8.51(‐ 817)'

1‐134.(1112)|

3.3 ( 218)

138 ( 2.6):

2.0( 105)|
1。 0 ( 1。 2)|

17.7 (1715)|
++      |

11。 6 (11。 7)

5.5 ( 5:7)

10。 4 (10:5)

10。 4 ( 905)

7.4 ( 7.5)

7]0 ( 6.8)

|・ 7 ( 3.9)

1。 1(009)

3。 7( 3,9)
6。 8 ( 6.7)

2。 9 ( 310)

|.9‐ ( 408)

014( 008)
0.5( 0:5)
210 (1 109)

0。 6 (110。 7)

7.I(1619)
+
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CM-1 CM-2 CM-3

AE― Cys

Asp

Th「

Ser

61u

Pro

Gly

A10

Vol

lle

Lcu

Tyrヽ

Phe

Lys

His

Trp

Arg

3-N― CM―

Hls

グロザミン

0。 9(1)

0:8(1)

039(1)

0。 9(1)

1。 0(1)

LO(1)

0。9(1)

0`9(1)

1。 1(1)

1。 7(2)

1。 7(2)

1.0(1)

2。 6(3)

1。 6(2)

1。0(1)

3。 8(1)

l。 1(1)

1。 0(1)

LO(1)

0.8(1)

0.9(1)

1。 8(2)

1.0(1)

1。 0(1)

0。 8(1)

2。 0(3)

計 4

l15  118
CMH _ c

15

171  185

R― K

19

96  111

Y‐ K
劉
Ｎ
柿

４

一

％
Ｋ

２
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NO|-T2 AE-N02-F-3 AE-N02-F-2 N02~l    N02~2

Ｄ
・

ｒ

ＡＳ

Ｔｈ

27.2 (29)

12.6 (14)

19.5 (24)

25。 7 (26)

15。 | (16)

17.6 (18)

12.1 (12)

2.5(5)
3.8( 1)
0。 9(1)
14。 0 (15)

14.0 (11)

9,8(15)
7.|( 8)

3。 7(4)
0.9( 7)
3。 1(3)

2.4

I t.8 il2)'s.6 ( 6)
9,7 (lzt

10.2 (l0)
8.0 ( 8)
7,t ( 7l
tr.0 ( q)

1.0 ( l)

3.8 ( 4)
6.6 ( 6)
t,7 ( 3',)

4.6 ( 5)
o.dbt el
0.9 ( l)
0.5 ( 3)
1.9 ( 2)
0.6 ( l)
0.6

16.I il7)
6.7 ( 8)
9.7 (l2'

t6.2 ( t6)
7,3 ( 8l

ll.0 ill)
8.0 (. 8)

2,5 ( 3l

9.7 (ll )

7.lt ( 8)
7,9 (l2'
2,8 ( 3)

ts.4btzr r

2,q ( 3t
0.7 ( 4)
1.2 ( t)

u-

009(1)

0.9(1)
1.0(.1)

L9(2)

1.0(1)
le7(2)
2.6(3)
5,0(5)

1.1(1)

1。 0(1)

ser

61u

Pro

Gly

Alo

Cys

Vol

Met
lle

Leu(a)

Tyr

Phe

Lys+(AE― Cys)117.7 (19)

l。 0(1)
0。 9(1)

1.6(2)
3。 0( 3)
1.7(2)

138(2)
0。6(1)

Hls

Trp

Arg

H―Ser(L)

N02‐ Tν r 0。 9(1)
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RNOse T2 RNase A RNase T

(His53)|(1lisl15) His12   Hisl19 Glu58 His40 His92

pKa
free

+3:,AMP/31=cМ P/
31‐ =cMP    ‐

H―D 美 ,次
C(2)prltOn       ‐

phot8- fr,|      :   ‐

CttPY I■三,IAM「 /」 |二c13/
‐ 31■GMP

力J防ドキシメチルメし

及 た pH I

p■             、      |

至 也 pH  I

7:2

7.5

Slo"

6.4

7.5

Fas t,

5.8

7.4

Slow

7.9

8.6

Fast

8

(7)

815

siow(7)

6。 211′
2′ ,,4:3

8。 0(1) |

last(1). |

(8)(5)

3■N二CM, 3,N=CM―
His     His

mi,9r  majOr l
pr。9u91 prOduct

5.6

1 5。 0     ‐

4.5

3-N― CM-  1■N― CM中
HiS     I His

minoF   major
pFOduct  pr90,Ct

1  5.51:

7.o

‐  7:5   ‐ 1

16)と M.
eSte士

“

aj9r
prOduct

5.5

CM―Hiこ   とM―Hiζ (9)

8。 0

3.8

7.4

(|)10に を■1'(11 7Zl)C4,).
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`1111■
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